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2 月半ば、今週も寒い日が続きました。しかし週末は気温が上昇し、春の陽気

とのことです。三寒四温で気温の変化が大きく体調管理が難しい時期ですが、

感染症対策も含め、健康には十分留意していただきたいと思います。 

◇第１学年「生き方教室」 

２月 15 日(水)、１年生対象の「生き方教室」

が、風の子保育園の保育士 □□□□ 様を講師

に迎え実施され、保育士の仕事の内容や保育士

になるために必要なことなどを詳しく教えてい

ただきました。 

小学校入学前、保育園で保育士の方にお世話

になった生徒は多いと思います。ただ、幼少期

であったことから、一緒に遊んでもらった記憶はあるものの、保育士がどのよ

うな仕事をしているか理解は十分ではなかったと思います。 

今回の講話から、資格の取得が必要な職業であること、保育を通して食事や

睡眠・遊び方・排泄など、生活に必要なことを幼児が身に付けられるように様々

な工夫をしてサポートする仕事であることなどを学ぶことができました。 

☆□□様の講話の一部を紹介します。 

保育士の学びの中に「発達」があります。成長の過程にどんな姿が現れるか

を学ぶのです。例えば、存在そのものが周囲を癒し、可愛さパワーが生きる力

の０歳さん。イヤイヤ言ってひっくり返って自己主張する１歳さん。 

（途中省略） 

10 歳頃、わからない、できない不安な大きな壁ができたり、14 歳頃、友達

との関係に悩んだり（自分づくりの再構築）、またこの頃、大人のことがとに

かく煩わしくなったり（笑）、それは大人になる前に、みんなが通る道筋なの

です。これは正常！ 発達をわかっていれば怖くない！ 

でも、勉強していない大人は子どもの気持ちが見えなくなってしまったり、

大人として諭したり（笑）するのです。みんなも同じように大人になるので子

どもの気持ちを忘れないことが重要です。 

何が好き？ 何が苦手？ 自分自身を知るために様々な経験をしていきまし

ょう。 

自分ってどんな人？ これから先の人生を決めるのは自分自身です。どうせ

なら、大好きなことを仕事にできたら幸せですよね。 

【今年は対面で講話が実現】  

 



◇移動美術館 

2 月 15 日(水)、(有)新里教材の □□□□ 様

のご厚意により、第３学年を対象とする移動美術

館が実施されました。 

生徒たちは絵画や陶磁器など様々な美術作品

を鑑賞するだけでなく、実物に触れて、作品の美

しさや特徴などを実感することができました。 

また、複数の茶道茶碗の中から、アマチュアの

作品を見分ける体験では、多くの生徒が正しく見

分けることができ、生徒の感性の素晴らしさに新

里様も感心していました。 

とても有意義な体験であり、今後も新里様にご

協力いただき継続していくことになりました。 

◇各種大会・コンクール入賞者を紹介します(２/15 全校集会で表彰状伝達 敬称略） 

〇佐野地区書初展 

金賞 □□□□  □□□□  □□□□  □□□□  □□□□ 

□□□□  □□□□  □□□□  □□□□  □□□□ 

銀賞 □□□□  □□□□  □□□□  □□□□  □□□□ 

□□□□  □□□□  □□□□  □□□□  □□□□ 

銅賞 □□□□  □□□□  □□□□  □□□□  □□□□ 

□□□□  □□□□  □□□□  □□□□  □□□□ 

□□□□  □□□□  □□□□  □□□□  □□□□ 

□□□□  □□□□  □□□□  □□□□  □□□□ 

〇栃木県書初中央展  特賞 □□□□ 

〇佐野市理科研究展覧会 

優良賞 □□□□  □□□□  □□□□  □□□□  □□□□ 

〇佐野市中学校バレーボール１年生強化・交流大会 

優勝 □□□□  □□□□  □□□□ 

□□□□  □□□□  □□□□ 

〇ものづくり教育フェア「あなたのためのおべんとう」コンクール 

全国大会･全国農業高等学校長協会理事長賞、栃木県大会･県教育長賞  □□□□ 

〇児童生徒福祉作文  最優秀賞  □□□□ 

〇「小さな親切」運動佐野支部ポスター・標語コンクール 

標語の部 優良賞  □□□□  □□□□  □□□□ 

ポスターの部 優良賞 □□□□  □□□□  □□□□ 

〇栃木県明るい選挙啓発ポスターコンクール ポスターの部 佳作 □□ □□ 

〇新体力テスト  Ｓ認定証 □□□□ 

※大澤駅伝競走大会関係は前号で紹介済  


